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本稿では、NHK によりまとめられた COVID-19 の「都道府県ごとの感染者数の推移」のデータ[1]

を利用して、2020 年 1 月 16 日から 2022 年 01 月 31 日の期間の日本における 47 都道府県にみる

COVID-19 拡散の時系列ダイアグラム（図 1、図 2）を示した。 

作成した図 1 の各行には都道府県コード（都道府県番号）順に各都道府県を、各列には年月日を

それぞれ配置し、感染者数（１日ごとの発表数）の値に応じて各セルを色分けした（0 人の場合は

空色（▮）、1 人以上～10 人未満はベージュ（▮）、10 人以上～30 人未満は薄オレンジ色（▮）、30 人

以上～50 人未満はオレンジ色（▮）、50 人以上～100 人未満はピンク色（▮）、100 人以上～300 人未

満は赤色（▮）、300 人以上～500 人未満は茶色（▮）、500 人以上～1000 人未満は焦茶色（▮）、1000 人

以上～2000 人未満は濃い焦茶色（▮）、2000 人以上は黒色（▮））。さらに、COVID-19 に関連する主な

出来事とその日付も図の上部に併せて記した。 

また、図 2 には、直近 1 週間の人口 10 万人あたりの感染者数の値に応じて各セルを色分けした

（0 人の場合は空色（▮）、0 人より大～5 人未満はベージュ（▮）、5 人以上～15 人未満は薄オレンジ

色（▮）、15 人以上～25 人未満はオレンジ色（▮）、25 人以上～35 人未満はピンク色（▮）、35 人以上

～45 人未満は赤色（▮）、45 人以上～55 人未満は茶色（▮）、55 人以上～75 人未満は焦茶色（▮）、75

人以上～100 人未満は濃い焦茶色（▮）、100 人以上は黒色（▮））。各都道府県人口は総務省人口統計

[2]（2019 年 10 月１日現在）を利用した。図 2 の各行と列は図 1 と同様で、COVID-19 関連の主な

出来事とその日付も図 1 と同様に記した。 

 今後、都道府県を跨ぐ人の移動に関するデータ等[3]とのクロスチェックの必要性があるが、現

時点において図から読み取れる事項をまとめると次のようになる。 

・ 2020 年 4 月に発令された緊急事態宣言は 5 月下旬には全国で解除されたが、東京都でくすぶ

っていた COVID-19 の炎が 6 月下旬には再び勢いを増し、7 月に入り、埼玉県、千葉県、神奈

川県、大阪府でも炎の勢いが増していった。 

・ 2020 年 7 月 22 日に開始された「Go To トラベル」キャンペーン（東京都除く）の以前から東

京都、埼玉県、千葉県、神奈川県、大阪府に加え、愛知県、京都府、兵庫県、福岡県における
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COVID-19 の炎は既に勢いを増していた。その炎が「Go To トラベル」により燎原の火のごと

く全国的に飛び火した。特に沖縄県への飛び火は顕著で、その後、沖縄県では COVID-19 の炎

が継続している。 

・ 2020 年 9 月下旬より「Go To EAT」キャンペーンが開始され、首都圏における COVID-19 の炎

の勢いがさらに増した。 

・ 2020 年 10 月 23 日に「もっと楽しもう！Tokyo」が開始され、首都圏における COVID-19 の炎

の勢いがより一層増した。 

・ 2020 年 11 月に入ると北海道、宮城県、茨城県、長野県、岐阜県、静岡県、大阪府、京都府、

兵庫県、奈良県で COVID-19 の炎の勢いがさらに増した。 

・ 2020 年 12 月に入ると全国的に COVID-19 の炎の勢いが増した。 

・ 2020 年 12 月中旬には東京都目的地の「Go To トラベル」ならびに「もっと楽しもう！Tokyo」

がついに停止され、下旬になり「Go To トラベル」が全国で停止されたが、COVID-19 の炎の

勢いは継続した。 

・ 2021 年 5 月に入ると沖縄や北海道における感染拡大の状況が悪化した。GW の影響によるもの

とみられる。 

・ 2021 年 7 月、8 月に入ると全国的にいわゆる第５波が到来した。 

・ 2021 年 11 月に入ると全国的に集団免疫が達成されたとみられたが、2022 年 1 月にはブレー

クスルー感染をもたらすオミクロン株の影響により第６波が到来した。 

 なお、NHK まとめのデータは日々の新規陽性者数であり、COVID-19 感染拡大に適合的な数理モデ

ルである SIIR モデル[4]によれば、無発症感染者は発症隔離感染者の 16 倍近く存在することも考

えられるから、それを考慮すれば、PCR 検査の実施を抑制している日本の感染状況は甚大というべ

きである。 
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